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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月14日(2016.10.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　方法であって、モバイルデバイスにおいて、
　無線トランシーバデバイスによって送信された少なくとも第１の無線信号を取得するこ
とと、
　少なくとも部分的に前記少なくとも第１の無線信号の受信信号強度、又は前記少なくと
も第１の無線信号の決定された送信電力、又はそれらの組み合わせに基づいて無線信号に
関する少なくとも１つの後続する走査動作のための走査速度を選択的に変更することであ
って、前記走査速度は、前記受信信号強度、又は前記決定された送信電力がスレショルド
より低いことに応答して増大させられることと、
　走査動作リポートを少なくとも１つのその他の電子デバイスに送信することであって、
前記走査動作リポートは、少なくとも部分的には、無線信号に関する前記少なくとも１つ
の後続する走査動作に基づくことと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記決定された送信電力は、前記少なくとも第１の無線信号を送信する際に前記無線ト
ランシーバデバイスによって加えられる送信電力に対応する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　無線信号に関する前記少なくとも１つの後続する走査動作を選択的に変更することは、
　少なくとも部分的に前記少なくとも第１の無線信号に基づいて走査スケジュールを変更
することを備える請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記走査スケジュールは、少なくとも部分的には前記走査速度に基づき、前記少なくと
も１つの走査動作を選択的に変更することは、前記走査速度の周波数を変更することを備
える請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記走査速度は、少なくとも部分的には位置フィックスレートに基づく請求項４に記載
の方法。
【請求項６】
　前記走査速度の前記周波数を変更することは、
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　前記少なくとも第１の無線信号に関する受信信号強度測定値が信号強度スレショルド値
を満たしていない、又は、前記少なくとも第１の無線信号を送信する際に前記無線トラン
シーバデバイスによって加えられる決定された送信電力が送信電力スレショルド値を満た
していない、又はそれらの組み合わせを決定したことに応答して前記周波数を増大させる
ことを備える請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記走査速度の前記周波数を変更することは、
　前記少なくとも第１の無線信号に関する受信信号強度測定値が信号強度スレショルド値
を満たしていると決定したこと、又は、前記少なくとも第１の無線信号を送信する際に前
記無線トランシーバデバイスによって加えられる決定された送信電力が送信電力スレショ
ルド値を満たしていると決定したこと、又はそれらの組み合わせに応答して前記周波数を
低減させることを備える請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記走査速度の前記周波数を変更することは、
　デフォルトの走査速度に基づいて識別された無線トランシーバデバイスの数、及びヒー
トマップに基づく無線トランシーバデバイスの予想数に少なくとも部分的に基づいて前記
周波数を低減させることを備える請求項４に記載の方法。
【請求項９】
　無線信号に関する前記少なくとも１つの後続する走査動作を選択的に変更することは、
　少なくとも部分的に前記少なくとも第１の無線信号を介して入手された走査ファクタに
少なくとも部分的に基づいて無線信号に関する前記少なくとも１つの後続する走査動作を
選択的に変更することを備える請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記走査ファクタは、前記モバイルデバイスの位置、又は時間測定値、又はそれらの組
み合わせに依存して変化する請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記走査ファクタは、推奨される走査速度周波数を示す請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記走査ファクタは、提案される走査限界を示す請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　無線信号に関する前記少なくとも１つの後続する走査動作は、受動的走査動作を備える
請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　モバイルデバイスにおいて使用するための装置であって、
　無線トランシーバデバイスによって送信された少なくとも第１の無線信号を取得するた
めの手段と、
　少なくとも部分的に前記少なくとも第１の無線信号の受信信号強度、又は前記少なくと
も第１の無線信号の決定された送信電力、又はそれらの組み合わせに基づいて無線信号に
関する少なくとも１つの後続する走査動作のための走査速度を選択的に変更するための手
段であって、前記走査速度は、前記受信信号強度、又は前記決定された送信電力がスレシ
ョルドより低いことに応答して増大させられる手段と、
　走査動作リポートを少なくとも１つのその他の電子デバイスに送信するための手段であ
って、前記走査動作リポートは、少なくとも部分的には無線信号に関する前記少なくとも
１つの後続する走査動作に基づく手段と
　を備える、装置。
【請求項１５】
　前記決定された送信電力は、前記少なくとも第１の無線信号を送信する際に前記無線ト
ランシーバデバイスによって加えられる送信電力に対応する請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　少なくとも部分的に前記少なくとも第１の無線信号に基づいて走査スケジュールを変更



(3) JP 2016-511615 A5 2016.12.1

するための手段をさらに備える請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　前記走査スケジュールは、少なくとも部分的に、前記走査速度に基づき、
　少なくとも部分的に前記少なくとも第１の無線信号に基づいて前記走査速度の周波数を
変更するための手段をさらに備える請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記走査速度は、少なくとも部分的には位置フィックスレートに基づく請求項１７に記
載の装置。
【請求項１９】
　前記少なくとも第１の無線信号に関する受信信号強度測定値が信号強度スレショルド値
を満たしていない、又は、前記少なくとも第１の無線信号を送信する際に前記無線トラン
シーバデバイスによって加えられる決定された送信電力が送信電力スレショルド値を満た
していない、又はそれらの組み合わせを決定したことに応答して前記周波数を増大させる
ための手段をさらに備える請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
　前記少なくとも第１の無線信号に関する受信信号強度測定値が信号強度スレショルド値
を満たしていると決定したこと、又は、前記少なくとも第１の無線信号を送信する際に前
記無線トランシーバデバイスによって加えられる決定された送信電力が送信電力スレショ
ルド値を満たしていると決定したこと、又はそれらの組み合わせに応答して前記周波数を
低減させるための手段をさらに備える請求項１７に記載の装置。
【請求項２１】
　デフォルトの走査速度に基づいて識別された無線トランシーバデバイスの数、及びヒー
トマップに基づく無線トランシーバデバイスの予想数に少なくとも部分的に基づいて前記
周波数を低減させるための手段をさらに備える請求項１７に記載の装置。
【請求項２２】
　少なくとも部分的に前記少なくとも第１の無線信号を介して入手された走査ファクタに
少なくとも部分的に基づいて無線信号に関する前記少なくとも１つの後続する走査動作を
選択的に変更するための手段をさらに備える請求項１４に記載の装置。
【請求項２３】
　前記走査ファクタは、前記モバイルデバイスの位置、又は時間測定値、又はそれらの組
み合わせに依存して変化する請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記走査ファクタは、推奨される走査速度周波数を示す請求項２２に記載の装置。
【請求項２５】
　前記走査ファクタは、提案される走査限界を示す請求項２２に記載の装置。
【請求項２６】
　無線信号に関する前記少なくとも１つの後続する走査動作は、受動的走査動作を備える
請求項１４に記載の装置。
【請求項２７】
　モバイルデバイスであって、
　無線トランシーバデバイスから少なくとも第１の無線信号を取得するように構成された
受信機と、
　前記受信機に結合され、少なくとも部分的に前記少なくとも第１の無線信号の受信信号
強度、又は前記少なくとも第１の無線信号の決定された送信電力、又はそれらの組み合わ
せに基づいて前記受信機を用いて無線信号に関する少なくとも１つの後続する走査動作の
ための走査速度を選択的に変更するように構成された処理ユニットであって、前記走査速
度は、前記受信信号強度、又は前記決定された送信電力がスレショルドより低いことに応
答して増大させられる、処理ユニットと、
　送信機と
　を備え、前記処理ユニットは、
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　前記送信機を介して走査動作リポートを少なくとも１つのその他の電子デバイスに送信
することを開始するようにさらに構成され、前記走査動作リポートは、少なくとも部分的
には無線信号に関する前記少なくとも１つの後続する走査動作に基づく、モバイルデバイ
ス。
【請求項２８】
　前記決定された送信電力は、前記少なくとも第１の無線信号を送信する際に前記無線ト
ランシーバデバイスによって加えられる送信電力に対応する請求項２７に記載のモバイル
デバイス。
【請求項２９】
　前記処理ユニットは、
　少なくとも部分的に前記少なくとも第１の無線信号に基づいて走査スケジュールを変更
するようにさらに構成される請求項２７に記載のモバイルデバイス。
【請求項３０】
　前記走査スケジュールは、少なくとも部分的に前記走査速度に基づき、前記少なくとも
１つの走査動作を選択的に変更することは、前記走査速度の周波数を変更することを備え
る請求項２９に記載のモバイルデバイス。
【請求項３１】
　前記走査速度は、少なくとも部分的には位置フィックスレートに基づく請求項３０に記
載のモバイルデバイス。
【請求項３２】
　前記処理ユニットは、前記少なくとも第１の無線信号に関する受信信号強度測定値が信
号強度スレショルド値を満たしていない、又は、前記少なくとも第１の無線信号を送信す
る際に前記無線トランシーバデバイスによって加えられる決定された送信電力が送信電力
スレショルド値を満たしていない、又はそれらの組み合わせを決定したことに応答して前
記周波数を増大させるようにさらに構成される請求項３０に記載のモバイルデバイス。
【請求項３３】
　前記処理ユニットは、前記少なくとも第１の無線信号に関する受信信号強度測定値が信
号強度スレショルド値を満たしていると決定したこと、又は、前記少なくとも第１の無線
信号を送信する際に前記無線トランシーバデバイスによって加えられる決定された送信電
力が送信電力スレショルド値を満たしていると決定したこと、又はそれらの組み合わせに
応答して前記周波数を低減させるようにさらに構成される請求項３０に記載のモバイルデ
バイス。
【請求項３４】
　前記処理ユニットは、デフォルトの走査速度に基づいて識別された無線トランシーバデ
バイスの数、及びヒートマップに基づく無線トランシーバデバイスの予想数に少なくとも
部分的に基づいて前記周波数を低減させるようにさらに構成される請求項３０に記載のモ
バイルデバイス。
【請求項３５】
　前記処理ユニットは、少なくとも部分的に前記少なくとも第１の無線信号を介して入手
された走査ファクタに少なくとも部分的に基づいて無線信号に関する前記少なくとも１つ
の後続する走査動作を選択的に変更するようにさらに構成される請求項２７に記載のモバ
イルデバイス。
【請求項３６】
　前記走査ファクタは、前記モバイルデバイスの位置、又は時間測定値、又はそれらの組
み合わせに依存して変化する請求項３５に記載のモバイルデバイス。
【請求項３７】
　前記走査ファクタは、推奨される走査速度周波数を示す請求項３５に記載のモバイルデ
バイス。
【請求項３８】
　前記走査ファクタは、提案される走査限界を示す請求項３５に記載のモバイルデバイス
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。
【請求項３９】
　前記少なくとも１つの後続する走査動作は、無線信号に関する受動的走査動作を備える
請求項２７に記載のモバイルデバイス。
【請求項４０】
　品目であって、
　無線トランシーバデバイスによって送信された少なくとも第１の無線信号を取得するこ
とと、
　少なくとも部分的に前記少なくとも第１の無線信号の受信信号強度、又は前記少なくと
も第１の無線信号の決定された送信電力、又はそれらの組み合わせに基づいて無線信号に
関する少なくとも１つの後続する走査動作のための走査速度を選択的に変更することであ
って、前記走査速度は、前記受信信号強度、又は前記決定された送信電力が前記スレショ
ルドより低いことに応答して増大させられることと、
　走査動作リポートを少なくとも１つのその他の電子デバイスに送信することを開始する
ことであって、前記走査動作リポートは、少なくとも部分的には、前記少なくとも１つの
後続する走査動作に基づくことと、
　を行うためにモバイルデバイス内の処理ユニットによって実行可能なコンピュータによ
って実装可能な命令を格納している非一時的なコンピュータによって読み取り可能な媒体
を備える、品目。
【請求項４１】
　前記決定された送信電力は、前記少なくとも第１の無線信号を送信する際に前記無線ト
ランシーバデバイスによって加えられる送信電力に対応する請求項４０に記載の品目。
【請求項４２】
　前記コンピュータによって実装可能な命令は、
　少なくとも部分的に前記少なくとも第１の無線信号に基づいて走査スケジュールを変更
するために前記処理ユニットによってさらに実行可能である請求項４０に記載の品目。
【請求項４３】
　前記走査スケジュールは、少なくとも部分的に前記走査速度に基づき、前記少なくとも
１つの走査動作を選択的に変更することは、前記走査速度の周波数を変更することを備え
る請求項４２に記載の品目。
【請求項４４】
　前記走査速度は、少なくとも部分的には、位置フィックスレートに基づく請求項４３に
記載の品目。
【請求項４５】
　前記コンピュータによって実装可能な命令は、前記少なくとも第１の無線信号に関する
受信信号強度測定値が信号強度スレショルド値を満たしていない、又は、前記少なくとも
第１の無線信号を送信する際に前記無線トランシーバデバイスによって加えられる決定さ
れた送信電力が送信電力スレショルド値を満たしていない、又はそれらの組み合わせを決
定したことに応答して前記周波数を増大させるために前記処理ユニットによってさらに実
行可能である請求項４３に記載の品目。
【請求項４６】
　前記コンピュータによって実装可能な命令は、前記少なくとも第１の無線信号に関する
受信信号強度測定値が信号強度スレショルド値を満たしていると決定したこと、又は、前
記少なくとも第１の無線信号を送信する際に前記無線トランシーバデバイスによって加え
られる決定された送信電力が送信電力スレショルド値を満たしていると決定したこと、又
はそれらの組み合わせに応答して前記周波数を低減させるために前記処理ユニットによっ
てさらに実行可能である請求項４３に記載の品目。
【請求項４７】
　前記コンピュータによって実装可能な命令は、デフォルトの走査速度に基づいて識別さ
れた無線トランシーバデバイスの数、及びヒートマップに基づく無線トランシーバデバイ
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スの予想数に少なくとも部分的に基づいて前記周波数を低減させるために前記処理ユニッ
トによってさらに実行可能である請求項４３に記載の品目。
【請求項４８】
　前記コンピュータによって実装可能な命令は、
　少なくとも部分的に前記少なくとも第１の無線信号を介して入手された走査ファクタに
少なくとも部分的に基づいて無線信号に関する前記少なくとも１つの後続する走査動作を
選択的に変更するために前記処理ユニットによってさらに実行可能である請求項４０に記
載の品目。
【請求項４９】
　前記走査ファクタは、前記モバイルデバイスの位置、又は時間測定値、又はそれらの組
み合わせに依存して変化する請求項４８に記載の品目。
【請求項５０】
　前記走査ファクタは、推奨される走査速度周波数を示す請求項４８に記載の品目。
【請求項５１】
　前記走査ファクタは、提案される走査限界を示す請求項４８に記載の品目。
【請求項５２】
　無線信号に関する前記少なくとも１つの後続する走査動作は、受動的走査動作を備える
請求項４０に記載の品目。
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